
【第４次食育推進基本計画】 
・朝食を欠食する子供の割合 0% 
・主食・主菜・副菜を組み合わせた食
事を１日２回以上ほぼ毎日食べて
いる国民の割合 50%以上 

【徳島県食育推進計画（第４次）】 
・食育に関心を持っている人の割合

95% 
【徳島市食育推進計画（第４次）】 
基本理念：食を通じて元気な「からだ」と

豊かな「こころ」を育みます。 

令和８年度 食に関する指導の全体計画 

徳島市応神中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校  各学年の食に関する指導の目標 
  

健康な食事や栄養

についての知識や

簡単な技能を身に

付け、よりよい食

生活を実践しよう

としている。 

 

１年 ２年 ３年 

・食事の果たす役割や健康と

食事の関わりを知り、中学

生期の栄養の摂り方が理解

できる。 

・楽しい食事や給食活動を通

して望ましい人間関係を築

こうとする。 

・食品の品質・安全性につい

て判断し、適切な取扱がで

きる。 

・生涯の健康は中学生期の食生

活のあり方に左右されること

を理解し、望ましい食習慣を

身に付ける。 

・生産者や自然の恵みに感謝し

食事の大切さを理解する。 

・食事のマナーを守り、楽し

い食事を通して望ましい人

間関係を築こうとする。 

・生涯にわたっていきいきと

した食生活を送るために、

日常の食事を通して自己管

理能力を身に付ける。 

・地域の産物や食文化を理解

し、尊重する心を育む。 

・会食に関心をもち、楽しい

食事を通して望ましい人間

関係を築こうとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食に関する指導 

 教科等における食に関する指導：関連する教科等において食に関する指導の視点を位置付けて指導 

                社会、理科、技術・家庭、保健体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動 等 

                学校食育推進パワーアップ作戦（１・２年） 

 給食の時間における食に関する指導：献立を通して学習、教科等で学習したことを確認、食育の日の給食放送 

             給食指導：準備から片付けまでの一連の中で指導

個別的な相談指導：食物アレルギーへの対応、肥満傾向生徒への個別指導、三者面談、保健室来室時の食生活指導 

 

【生徒の実態】 

・朝食を毎日食べている生徒

76.8% 

・肥満傾向の生徒 16.8% 

・好き嫌いが多い、間食が多い

生徒が一部いる。 

【保護者・地域の実態】 

・地域ぐるみの健全育成活動が

定着し、協力的である。 

・幼小中が連携した教育活動に

取り組んでいる。 

 

学校教育目標 

「自主・協同・責任」の精神で、たくましく

しなやかに生き抜く、我が国と郷土を愛し 

夢と志あふれる心豊かな生徒の育成 

食に関する指導の目標 

（知識・技能） 

食事の重要性や食事の喜び、楽しさを理解し、望ましい食習慣を身に付けている。 

（思考力・判断力・表現力等） 

食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、自ら管理したり判断したりできる。 

（学びに向かう力・人間性等） 

 食物を大切にし、食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心をもつ。 

食育推進組織（校内食育推進委員会） 

校長、教頭、教務主任、食育担当、学年主任、給食室長、研修主任、家庭科主任、保健体育科主任、総合的な学習の時間担当、養護教諭 

 

食育の視点 

◇食事の重要性 

◇心身の健康 

◇食品を選択する能力

◇感謝の心 

◇社会性 

◇食文化 

食育推進の評価 

活動指標：食育推進パワーアップ作戦実施率 100%、食育推進委員会及び食物アレルギー検討委員会を年１回以上開催 

成果指標：朝食を「食べている」と回答した割合 90%、肥満傾向生徒の出現率 10%以下 

家庭・地域との連携 

 ・給食だよりや食育タイム、保健だより、学年だより、学校ホームページによる情報発信 

 ・給食試食会、学校保健委員会の実施 

 

地場産物の活用 

・地場産物等に関する放送教材や食育タイムを活用した食に関する指導の実施  ・食育の日の献立での地場産物活用 

・使用食材産地や食育タイムの校内掲示  ・教科等の学習や体験活動と連携を図る


